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	応用
	抗原情報
	背景
	KLF15（クルッペル様因子15）、別名KKLF、DKFZp779M1320。Entrez Protein NP_054798。配列解析により、ラットKLF15タンパク質と84%の同一性を示す416アミノ酸からなるKLF15タンパク質は、C末端に3つのジンクフィンガーモチーフ、N末端にセリンリッチな領域、そして中央にプロリンリッチな領域を含むことが予測された。腎臓に多く存在するクルッペル様因子であるKLF15は、CLCNKAプロモーターに結合する転写活性化因子である。核タンパク質であるKLF15は、主に肝臓、心臓、骨格筋、腎臓組織で発現するが、リンパ組織や骨髄では検出されない。KLF15は、脂肪組織と筋組織の両方においてGLUT4の重要な調節因子である。
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	HepG2（1）およびSMMC-7721（2）細胞溶解物に対するKLF15マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

